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大
手
企
業
は
採
用
選
考
開

始
を
５
月
連
休
明
け
や
６
月

か
ら
と
公
表
し
た
が
、
す
べ

て
の
企
業
が
延
期
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
中
堅
企
業
を
中

心
に
、
既
に
選
考
を
進
め
て

い
る
企
業
も
多
い
。
大
手
企

業
に
合
わ
せ
て
就
活
を
停
止

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
着
実

に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。大

手
企
業
が
採
用
選
考
を

再
開
し
て
か
ら
準
備
を
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
面

接
対
策
を
今
か
ら
行
う
こ
と

が
大
切
だ
。
こ
の
時
期
を
有

効
活
用
し
、も
う
一
度
、応
募

書
類
の
見
直
し
を
す
る
の
も

よ
い
。
就
職
課
で
は
模
擬
面

接
な
ど
、
い
つ
で
も
相
談
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

神
田
・
生
田
両
キ
ャ
ン
パ

ス
に
合
わ
せ
て
２
５
０
社
を

招
く
「
学
内
企
業
説
明
会
」

は
、
多
く
の
企
業
と
出
合
え

る
チ
ャ
ン
ス
。
毎
年
こ
の
説

明
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
多

く
の
学
生
が
内
定
を
得
て
い

る
。ま

た
「
就
活
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
」
は
、
自
己
Ｐ
Ｒ
や

志
望
動
機
を
も
う
一
度
見
直

し
、
模
擬
面
接
で
自
己
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
も
は
か
れ

る
講
座
だ
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
や
面
接
が
通
過
せ
ず
悩

ん
で
い
る
皆
さ
ん
は
、
こ
の

機
会
を
生
か
そ
う
（
詳
細
は

「S- n
e
t

」
で
）。

昨
年
大
学
に
来
た
求
人

は
、
４
０
０
０
件
以
上
。
中

堅
企
業
を
中
心
と
し
て
優
良

企
業
が
多
い
の
が
特
徴
だ
。

こ
れ
ら
の
求
人
は
、
就
職
支

援
シ
ス
テ
ム
「S- n

e
t

」
に

随
時
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
、
専
大
生
を
ぜ
ひ
採

用
し
た
い
と
直
接
大
学
ま
で

足
を
運
ん
で
き
た
企
業
に
つ

い
て
は
、
「
来
客
求
人
情
報

の
お
知
ら
せ
」
と
し
て
「S

- n
e
t

」
の
掲
示
板
に
毎
週

２
回
更
新
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
「
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

委
員
会
」
か
ら
こ
の
４
月
１

日
よ
り
新
た
に
「
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
」
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
大
学
内
で
生
じ
て
い

る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
だ
け
の
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
種
々
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
し
て
防
止
だ
け
で
な
く
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
が
発
生
し

た
と
き
に
よ
り
適
切
に
対
応

出
来
る
よ
う
に
体
制
を
整
え

た
わ
け
で
す
。
対
策
室
の
場

所
も
新
た
に
な
り
、
よ
り
広

く
さ
れ
ま
し
た
。
専
任
の
ス

タ
ッ
フ
も
２
人
常
駐
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
大
学
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
発
生
の
最
良
の
防
止
策

は
、
発
生
し
た
と
き
に
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
相
談
、
対
策

が
行
わ
れ
る
か
が
周
知
徹
底

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
被

害
者
を
守
り
、
再
発
を
防
止

し
、
被
害
者
と
加
害
者
の
関

係
を
元
の
状
態
に
戻
す
こ

と
、
更
に
は
元
よ
り
、
よ
り

良
い
状
態
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
対
策
を
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
加
害
者

を
罰
す
る
こ

と
が
中
心
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。
幸
い
に

も
対
策
室
の

ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
、

専
任
の
受
付

職
員
も
配
置

さ
れ
、
広
報

用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
購
入
さ
れ

図
書
館
の
視

聴
覚
室
に
配

置
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た

キ
ャ
ン
パ
ス

・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
わ
か

り
や
す
く
説

明
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
、
教
職

員
（
専
任
と
非
常
勤
の
双

方
）
及
び
サ
ー
ク
ル
関
係
者

と
在
学
生
全
員
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
∥
写
真
。

教
育
機
関
と
し
て
の
専
修

大
学
の
役
割
の
一
つ
は
、
学

生
諸
君
に
対
し
在
学
時
か
ら

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
意

識
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

も
ら

て
貰
い
、
社
会
に
出
て
、
専

修
大
学
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か
ら

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
者
を

出
さ
な
い
た
め
の
活
動
を
す

る
こ
と
で
す
。
「
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
」
は
学
内
で
生
じ
た
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
へ
の
対
策
が
主
な

の
で
、
対
策
室
の
業
務
の
枠

を
超
え
る
か
も
知
れ
な
い
で

す
が
、
学
生
諸
君
へ
の
広
報

も
対
策
室
の
役
割
と
考
え
て

活
動
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
者

に
な
っ
て
い
る
と
認
識
す
る

の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
し

か
し
被
害
者
の
方
の
人
生
全

般
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
教
員
、
職
員
そ
し
て

学
生
諸
君
が
お
互
い
に
人
権

を
尊
重
し
、
信
頼
し
、
尊
敬

し
合
っ
て
、
専
修
大
学
が
優

れ
た
研
究
・
教
育
の
場
に
な

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
最
大

の
願
い
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
ど
ん
な
こ
と
で
あ
る

か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
対

策
室
が
あ
り
、
そ
こ
へ
安
心

し
て
相
談
に
来
ら
れ
る
こ

と
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
こ

と
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
ぐ

最
良
の
手
段
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
安
心
し
て
相
談
に
来

て
下
さ
い
。
無
論
、
面
談
以

外
に
も
メ
ー
ル
や
留
守
番
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
を
使
っ
た
相

談
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

Ｅ－mail

camhara@acc.senshu-u.ac.jp

留守番電話・ファクス・メール

でお受けしています。留守番電話

の録音内容、ファクスの通信内容

及び受信メールにアクセスできる

のは対策室員だけです。

黒田 彰三（室長）

※以下５０音順

【教員】岩井 宜子 岡村 陽子

荻原 幸子 佐々木重人

前川 亨 本江 渉

桃尾 美佳 李 建平

【職員】大久保敏江 北村まゆみ

齊藤 公男 品川 優子

鈴木 則行 中山 力

福田 竜也 古瀬 瑞子

※キャンパス・ハラスメント対策

室ホームページ

http : / / www. senshu-u. ac. jp /

campuslife/（このページからア

クセスできます）

東
日
本
大
震
災
は
、
就
職
活
動
中
の
学
生
に
も
多
大

な
影
響
を
与
え
た
。
被
災
し
た
企
業
や
そ
の
後
の
計
画

停
電
に
よ
り
、
多
く
の
企
業
が
説
明
会
や
採
用
選
考
を

延
期
し
た
。
今
年
の
就
職
活
動
は
、
例
年
以
上
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
が
必
要
だ
。

（
就
職
課
）

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事

に
見
舞
わ
れ
た
際
、
心
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
表
れ
ま

す
。
そ
の
ダ
メ
ー
ジ
の
大
き

さ
や
深
さ
は
人
と
は
比
べ
ら

れ
ま
せ
ん
し
、
必
ず
し
も
被

害
の
大
き
さ
と
比
例
す
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け

た
ダ
メ
ー
ジ
を
言
葉
に
し
て

人
に
話
す
（
放
す
）
こ
と
が

回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。
心

身
の
痛
手
を
感
じ
て
い
る
方

は
、
ど
う
ぞ
学
生
相
談
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
分
や
家
族
、
知

人
が
直
接
被
害
に
遭
っ
て
い

な
く
て
も
、
今
回
の
よ
う
な

大
き
な
災
害
に
よ
っ
て
不
安

に
な
っ
た
り
、
過
去
の
体
験

が
よ
み
が
え
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
「
気
持
ち

が
落
ち
着
か
な
い
」
「
何
と

な
く
調
子
が
悪
い
」
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
ら
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

影
響
は
、
ず
い
ぶ
ん
時
間
が

た
っ
て
か
ら
思
い
も
か
け
ず

表
れ
る
こ
と
も
多
い
も
の
で

す
。
今
は
何
も
な
く
て
も「
何

か
あ
っ
た
ら
相
談
室
」
、
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

黄
色
い
冊
子
「
人
生
の
重

大
な
危
機
を
の
り
き
る
た
め

に
」
∥
写
真
∥
を
学
内
各
所

に
置
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

相
談
室
は
地
震
の
影
響
で
、

現
在
仮
設
相
談
所
に
移
転
し

て
い
ま
す
。

４
号
館
１
階
、
学
生
生
活

課
の
窓
口
に
「
学
生
相
談
室

受
付
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
採
用
活
動
は
中
堅

企
業
が
大
手
企
業
よ
り
先
に

進
む
傾
向
が
あ
り
、
内
定
を

出
し
た
学
生
を
確
実
に
確
保

し
、
内
定
辞
退
を
極
力
避
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
内
定
承
諾
書
の
提
出

を
強
く
求
め
た
り
、
入
社
を

承
諾
し
て
く
れ
た
ら
内
定
を

出
す
な
ど
、
学
生
の
行
動
を

拘
束
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
内
定
承
諾
書
を
安
易
に

提
出
す
る
な
ど
の
行
動
は
、

そ
の
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展

し
か
ね
な
い
。
不
安
な
と
き

は
一
人
で
悩
ま
ず
、
就
職
課

に
相
談
す
る
こ
と
が
一
番

だ
。

生
田
学
生
相
談
室


☎
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２
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【
月
～
金
】
９
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時
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】
９
～
１２
時


神
田
学
生
相
談
室


☎
０３
（
３
２
６
５
）
６

２
１
６

【
月
～
金
】
１１
～
１９
時

古
書
店
の
印
象
が
強
い
神
田
神
保

町
だ
が
、
戦
前
は
、
映
画
館
や
寄
席

が
多
数
存
在
す
る
�
芝
居
小
屋
の

街
�
で
も
あ
っ
た
。

当
時
の
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
２

０
０
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、

神
保
町
シ
ア
タ
ー
。
全
９９
席
の
ミ
ニ

シ
ア
タ
ー
だ
。
卵
の
殻
が
割
れ
る
さ

ま
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ダ
ン
な
外
装

が
目
印
。
ビ
ル
に
は
吉
本
興
業
の
劇

場「
神
保
町
花
月
」も
入
っ
て
い
る
。

当
初
は
新
作
中
心
の
上
映
だ
っ
た

が
、
並
行
し
て
展
開
し
て
い
た
旧
作

特
集
が
好
評
。今
で
は
同
館
の�
顔
�

に
な
っ
て
い
る
。
映
画
全
盛
の
昭
和

２０
～
３０
年
代
の
作
品
が
主
力
。

「
目
力
対
決

田
宮
二
郎

天
地

茂
」
「
女
優
と
モ
ー
ド

美
の
競

演
」「
華
麗
な
る
ダ
メ
男
た
ち
」「
可

憐
な
娘
た
ち

守
っ
て
あ
げ
た
い
芦

川
い
づ
み

胸
が
と
き
め
く
司
葉

子
」
…
…
。
独
特
の
切
り
口
の
テ
ー

マ
が
面
白
い
。

小
津
安
二
郎
、
成
瀬
巳
喜
男
ら
巨

匠
特
集
に
は
、
世
代
を
超
え
た
多
く

の
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
る
。
本
年
１

月
の
「
新
春
！

喜
劇
映
画
デ
ラ
ッ

ク
ス
」
で
は
エ
ノ
ケ
ン
、
ロ
ッ
パ
や

喜
劇
の
神
様
・
斎
藤
寅
次
郎
監
督
の

珍
し
い
作
品
が
登
場
。
会
場
を
笑
い

の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。

「
映
画
が
『
本
の
街
』
に
合
う
か

ど
う
か
も
考
え
ま
す
よ
」
と
細
谷
隆

広
支
配
人
。
書
店
な
ど
近
隣
の
店
と

連
動
し
た
企
画
も
打
ち
出
す
。
第
３

回
ち
よ
だ
文
学
賞
大
賞
を
受
賞
し
、

神
田
神
保
町
が
舞
台
の
『
森
崎
書
店

の
日
々
』は
昨
秋
、同
館
で
初
公
開
。

今
年
４
月
に
は
、
専
修
大
学
創
立
者

物
語
で
あ
る
『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』

を
モ
ー
ニ
ン
グ
上
映
し
た
。

細
谷
さ
ん
は
１
９
７
９
年
商
学
部

卒
の
専
大
Ｏ
Ｂ
。
映
画
研
究
会
に
所

属
、
鈴
木
清
順
や
黒
澤
明
作
品
に
の

め
り
こ
ん
だ
。

「
生
田
か
い
わ
い
に『
喜
八
プ
ロ
』

（
喜
八
は『
独
立
愚
連
隊
』『
肉
弾
』

の
岡
本
喜
八
監
督
）
が
あ
り
ま
し

た
。
向
ケ
丘
遊
園
駅
前
に
は
名
画
座

『
登
戸
銀
映
』
が
あ
っ
て
、
よ
く
通

っ
た
な
あ
。
あ
の
こ
ろ
、
学
生
の
娯

楽
は
映
画
で
し
た
」
と
懐
か
し
む
。

今
、
若
い
世
代
の
映
画
離
れ
が
著

し
い
。
「
映
画
は
大
人
の
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
す
よ
。
専

大
の
み
な
さ
ん
、
劇
場
に
も

っ
と
足
を
運
ん
で
」。

※
「
神
保
町
シ
ア
タ
ー
」

∥
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神

保
町
１
の
２３

神
保
町
シ
ア

タ
ー
ビ
ル
Ｂ
１

☎
０３
・
５

２
８
１
・
５
１
３
２

④
内
定
に
関
し
て
悩
ん

だ
と
き
は
就
職
課
へ

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
室
長

東東
日日
本本
大大
震震
災災
はは

就就
活活
にに
もも
影影
響響
！！

��２０

黒
田

彰
三

（
経
済
学
部
教
授
）

神保町シアター

ハハララススメメンントト防防止止ののたためめにに

お笑いあり名作あり… 映画全盛期の特集が人気

キャンパス・ハラスメント対策室から

③
大
学
に
来
る
求
人

を
活
用
し
よ
う
！

①
大
手
企
業
の
選
考

再
開
に
備
え
て
、
準

備
は
着
実
に
！

②
学
内
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
よ
う
！

▶

「
映
画
は
大
人
の
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
」
と
語
る
細
谷
支
配

人
は
専
大
Ｏ
Ｂ

心心
身身
にに
ダダ
メメ
ーー
ジジ
をを
受受
けけ
たた
方方
へへ

学
生
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

専用電話・ファクス
☎ ０４４‐９００‐７８５８

キャンパス・ハラスメント

▲ 卵の殻が割れるさま

をイメージした外装

対 策 室 員

第４８８号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）５月１５日（９）


